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新しい保育園ができたんだぞ一

（南部保育園落成式から）

人のうこき（謹龍苦）
人　　口　　　11．901人（＋90）

男　　　　　5，720人（＋42）

女　　　　　6．181人（＋48）

也特赦　　　3，幻9戸（＋鮪）

（）内は前月比

4月のこよみ
卯
　
月
（
う
づ
き
）

卯
の
花
（
ウ
ツ
ギ
）
が
咲
く
月
、

卯
花
月
を
略
し
た
も
の

1
0
　
日
∴
∴
鮪
人
の
‖

1
8
　
日
　
　
発
明
の
∩

㊨
　
円
　
　
天
皇
誕
佳
日

花
　
暦
　
　
ふ
じ
（
歓
迎
）

誕
堂
石
　
　
ダ
イ
ヤ
（
滑
津
）

4
月
の
番
慨
用
誰

春
暖
、
揚
幕
、
蕃
和
、
温
暖

韓
日
、
花
信
、
桜
蕊
、
仲
春
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会計予算明細書

歳　入　　　　　　　　　　　　（単位千円）

款 �本年度 予算額 �前年度 予算額 �比　較 �％ 

l町　説 2地方譲与税 �341．315 �294，942 15．000 �46，373 �16． 0． 

15，000 ��0 

3賽饗設利腕 �22．000 �21，600 �400 �1．1 

4擢率取得親交 �16，700 �16．500 �200 �0． 

5　地方交付税 �457．000 �380，000 �77．000 �22．1 

6護護対策特 �1，500 �1．200 �300 �0．1 

7霊担金及び負担 �71，446 �56，642 �14．804 �3． 

8第用料及び手数 �4，033 �3，715 �318 �0． 

9　国庫支出金 �490．616 �361，848 �128．768 �23． 

10県　支　出　金 �102，464 �63，594 �38，870 �5． 

11財　産　収　入 �19．088 �12．869 �6．219 �0． 

12寄　　附　　金 �10．451 �7，534 �2，917 �0．5 

13繰　　入　　金 �45．002 �2 �45，000 �2． 

14繰　　越i金 �36，787 �70，799 �△34．012 �1． 

15諸　　収　　入 �162．558 �167，169 �△4，611 �7． 

16町　　　　　償 �269．300 �109．600 �159．700 �13． 

歳　入　合　計 �2．065，260 �1，583，014 �482，246 �100． 

事故をよぶ、酒が、疲労が、ス　ピードが

昭
和
幹
事
3
月
議
会
は
、
去
る
3
月

1
0
日
関
会
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
5
3
年
度

遠
賀
町
一
散
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
条

例
の
改
正
な
ど
塊
議
案
に
つ
い
て
、
会

期
1
9
日
間
を
も
っ
て
慎
重
に
審
議
の
結

果
、
3
月
郷
日
原
案
通
り
可
決
し
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
上
程
し
ま

し
た
教
育
委
員
会
委
員
の
欠
員
補
充
に

つ
い
て
は
、
遠
賀
町
旧
侍
の
柴
田
源
氏

を
全
員
一
致
で
承
認
と
な
り
、
3
月
躯

日
付
で
任
命
し
ま
し
た
。

≡
般
方
針
二

昭
和
4
6
年
以
降
基
盤
整
備
を
主
体
に

町
政
の
方
向
づ
け
と
し
て
き
ま
し
た
が

町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ほ
ぼ

完
了
の
域
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
新
年

度
は
一
部
こ
れ
を
修
正
し
て
「
住
民
の

性
能
づ
く
り
」
に
主
眼
を
置
き
、
徴
極

的
に
取
組
ん
で
行
こ
う
と
す
る
も
の
で

す。
健
康
は
肉
体
、
精
神
の
両
面
か
ら
一

体
と
な
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
づ
体
力
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
整
備
、
社

会
体
育
の
推
奨
、
保
鰹
衛
生
、
食
生
活

の
改
善
な
ど
を
基
幹
と
し
、
体
力
の
向

上
を
は
か
ろ
こ
と
に
よ
り
、
粕
神
桶
も

充
実
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
雄
蝶
で

あ
る
こ
と
が
明
る
い
町
づ
く
り
の
源
泉

で
も
あ
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
今
一
度
健
旗

で
あ
る
こ
と
の
再
認
観
を
願
っ
て
、
こ

れ
ら
健
康
対
策
に
関
す
る
緒
行
啓
に
も

是
非
ご
参
画
を
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願

い
し
ま
す
。

≡
般
会
掌
算
一
一

歳
入
、
織
田
そ
れ
ぞ
れ
二
十
億
六
千

五
百
二
十
六
万
円
で
、
前
年
度
対
比
で

5
0
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
総
体
的
に
財
源
の
伸
び
も
あ

り
ま
す
が
、
従
来
、
同
県
郵
薬
篭
で
ヒ

ア
リ
ン
グ
済
み
の
も
の
は
補
正
予
算
に

て
逐
次
措
置
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
こ
れ
を
す
べ
て
当
初
予
算
に
計

上
し
た
た
め
、
こ
れ
が
増
加
の
主
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

二

歳

　

入

二

前
年
対
比
で
四
億
八
千
万
円
の
増
で

す
が
、
主
な
も
の
か
ら
拾
っ
て
み
ま
す

と
、
ま
づ
国
庫
支
出
金
が
四
億
九
千
万

円
（
前
年
比
一
億
二
千
八
百
万
円
増
、

率
に
し
て
3
5
％
の
増
）
、
次
が
地
方
交

付
税
四
億
五
千
七
百
万
円
（
約
％
の

増
）
町
税
が
三
億
四
千
百
万
円
で
1
5
％

の
璃
で
す
が
、
こ
れ
は
固
定
資
産
税
と

タ
バ
コ
消
費
税
の
伸
び
が
目
立
っ
て
い

ます。

そ
の
他
、
町
徴
、
県
支
出
金
、
諸
収

入
の
頓
で
歳
入
の
財
源
橋
成
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
な
か
で
も
即
僻
の
使
途

は
、
小
学
校
の
建
策
に
一
億
七
百
万

同
、
照
明
施
設
に
二
千
三
百
万
円
、
公

営
住
宅
に
五
千
七
百
万
円
と
な
っ
て
い

ます。

一
言
　
　
出
二

補
助
郵
藁
の
主
な
も
の
と
し
て
公
営

住
宅
建
設
費
二
億
二
千
四
百
万
円
（
中

高
画
趣
婆
戸
）
、
屯
涙
開
発
整
備
部
業

費
二
千
八
百
万
円
（
通
路
、
河
川
盤

傭
）
、
蛎
衛
施
設
周
辺
艶
備
事
業
一
億

－
一
百
万
円
（
道
路
、
柳
田
用
整
備
）
、

以
上
が
土
木
費
で
す
が
、
労
働
費
と
し

て
は
、
緊
急
就
労
鞍
、
産
炭
地
域
開
発

就
労
費
、
特
定
地
域
開
発
就
労
賀
計
一

億
二
千
二
百
万
円
で
道
路
改
良
舗
装
に

充
当
さ
れ
ま
す
。

教
育
費
の
申
か
ら
は
、
浅
木
小
学
校

増
築
工
奉
賛
二
億
二
千
二
百
万
円
、
照

明
施
設
に
三
千
五
百
万
円
が
計
上
、
そ

の
他
風
声
用
瀬
排
啓
葉
二
千
三
百
万

日
、
有
線
放
送
施
設
に
千
三
百
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
性
質
別
で
は
、
蕩
楽
典
が
八
億

五
千
七
百
万
円
で
全
体
の
3
1
・
5
％
、

次
に
人
件
費
が
三
億
四
千
八
百
万
円

（
1
6
・
9
％
）
、
物
件
費
二
億
三
千
七

百
万
円
（
Ⅱ
・
5
％
）
、
補
助
費
（
8

・
1
％
）
、
扶
助
費
（
8
・
6
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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昭和58年度一般

歳　出　　　　　　　　　　　（単位千円）

款 �本年度 予算額 �前年度 予算額 �比　較 �′ノ 

l議　　会　　賀 �48．957 �42．鍍馬 �6．60 �2． 

2　総∴∴務∴∴費 �247．45 �210．388 �37．004 �12． 

3　民　　生　　寅 �274．817 �240．096 �34，721 �13．3 

4　衛　　生　　費 �103．823 �95．755 �8．06 �5． 

5　労　　働　　費 �122，701 �151．976 �△29．275 �5． 

6　段林水産薬費 �66．693 �117．966 �△51．273 �3． 

7　蘭　工　費 �12．0 �11，920 �162 �0． 

8：土　　木　　費 �463．441 �318．467 �144．974 �22． 

9　消　　防　　費 �59，219 �55，904 �3．315 �2． 

10教　　育　　費 �486．90 �207．468 �279．43 �（導． 

11災薯復旧費 �980 �40 �940 �0．1 

12公　　債∴∴寅 �168．1 �124．969 �43，214 �8．1 

13諸　支　出　金 �1 �10 �0 � 

4予　　備　　費 �10．000 �5．700 �4．300 �0． 

歳　出　合　冊 �2．065．260 �1．583．014 �482．246 �100． 

横断は、見る　くせ、待つくせ、止まる　くせ

二
特
別
会
計
二

遠
賀
町
国
民
健
慮
保
険
事
業
特
別
会
議

予
算

二
億
四
千
百
七
十
七
万
三
千
円

遠
賀
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

二
千
八
百
四
万
二
千
円

遠
賀
卿
土
地
取
得
事
築
緯
別
会
計
予
算

四
百
八
十
八
万
円

遠
賀
町
住
宅
噺
築
資
金
奪
貸
付
事
業
特

別
合
冊
予
算一
二
千
七
百
三
十
八
万
三
千
円

遠
賀
登
園
事
縫
特
別
会
請
予
算

四
態
一
千
四
百
五
十
六
万
五
千
円

二

条

　

例

二

遠
賀
町
特
別
職
の
給
与
尊
の
改
正
に

つ
い
て

特
別
職
の
給
与
等
の
故
龍
に
つ
い
て

は
、
一
般
諸
物
価
と
鮭
計
数
の
上
昇
並

び
に
こ
れ
に
伴
な
う
一
般
職
の
入
部
院

郷
倍
な
ど
富
民
給
与
の
ア
ッ
プ
に
よ

り
、
特
別
職
と
の
間
に
格
差
が
生
じ
て

い
る
実
態
か
ら
、
遠
賀
町
特
別
職
等
報

酬
審
議
会
に
改
定
の
必
藻
の
有
無
を
諮

問
し
て
い
ま
し
た
が
、
去
る
2
月
1
5
日

答
申
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
こ
の
答
申

の
惑
向
を
尊
重
し
、
特
別
職
関
係
の
給

与
並
び
に
報
酬
の
改
定
と
な
っ
た
も
の

です。町
長
月
額
（
以
下
同
じ
）
四
十
万
円

助
役
三
十
二
万
三
千
円
、
収
入
役
三
十

一
万
円
（
教
育
長
同
類
）
、
談
長
十
四

万
八
千
円
、
副
親
友
十
二
万
六
千
円
、

常
任
委
員
長
十
二
万
一
千
円
、
議
員
十

一
万
九
千
円
。

ま
た
消
防
団
貝
の
水
火
災
の
出
勤
時

の
費
用
弁
償
と
し
て
二
千
七
百
円
、
訓

練
時
に
は
千
八
百
円
と
な
っ
た
も
の
で

す。
遭
賀
町
役
場
定
数
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

こ
れ
は
的
技
部
局
l
名
の
増
員
で
、

最
近
、
公
共
用
地
の
取
得
に
伴
な
い
、

登
記
専
務
が
多
く
な
り
、
早
期
完
結
の

必
要
が
あ
り
、
専
門
的
に
嘱
託
を
1
名

前
証
す
る
こ
と
に
よ
り
増
員
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

遠
賀
町
国
民
年
金
印
紙
売
り
さ
ば
き

差
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

今
回
、
国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り

昭
和
輸
年
4
月
分
か
ら
掛
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年
金
印

紙
取
扱
高
が
増
加
す
る
た
め
、
売
り
さ

ば
き
基
金
の
総
額
を
六
百
万
円
（
従
来

は
三
百
八
十
万
円
）
に
改
定
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

遠
賀
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て固
定
資
疎
税
の
納
期
の
う
ち
第
3
期

は
「
1
2
月
6
日
か
ら
同
月
如
日
ま
で
」

と
な
っ
て
い
た
も
の
を
「
1
2
月
n
日
か

ら
同
月
終
日
ま
で
」
と
他
の
納
期
と
同

一
に
し
た
も
の
で
す
。

農
真
美
済
条
例
の
ー
龍
改
正
に
つ
い

て昭
和
郷
年
産
水
稲
に
適
用
す
る
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
り
共
済
金
額
が
、
農
薬
災
害

補
償
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
5
0
年

1
月
0
0
日
付
農
林
省
告
示
で
定
め
ら
れ

た
た
め
、
本
町
と
し
て
は
、
5
3
年
共
済

金
額
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
二
百
四
十
円

（
従
来
は
二
百
二
十
円
）
を
採
択
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

水
稲
無
事
戻
し
金
の
交
付
に
つ
い
て

遠
賀
町
農
業
共
済
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
、
当
該
会
計
年
度
の
約
3
会
計
年

度
問
に
無
疎
放
の
掲
合
、
前
3
会
計
年

度
の
共
済
掛
金
の
合
計
額
の
2
分
の
1

を
無
謡
戻
し
す
る
も
の
で
、
交
付
件
数

は
6
0
8
件
、
交
付
金
頴
は
百
三
十
二

万
六
百
四
十
八
円
で
す
。

遠
賀
町
教
育
旋
般
任
用
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

社
会
体
育
奨
励
の
一
環
と
し
て
、
体

育
館
を
解
放
し
ま
す
が
、
そ
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
条
例
化
し
た
も
の
で
す
。

北
九
州
都
市
圏
広
域
行
政
推
進
協
議

会
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

北
九
州
都
市
圏
域
に
お
け
る
広
域
行

政
の
推
進
を
図
る
た
め
、
関
係
5
市
町

（
北
九
州
市
、
中
間
市
、
遠
賀
郡
4

町
）
と
の
協
議
に
よ
り
広
域
行
政
計
画

の
策
定
及
び
当
該
計
商
に
係
る
郵
務
事

業
の
避
絡
調
整
を
行
う
こ
と
な
ど
規
約

を
定
、
め
協
議
会
の
設
置
承
認
と
な
っ

も
の
で
す
。
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昭
和
5
3
年
度
固
定
資
産
説
の
納
期
前
納
付
に

か
か
る
前
納
報
奨
金
の
支
払
方
法
の
改
正

蕃
先
は
季
節
の
変
り
目
に
当
る
せ
い

で
し
ょ
う
か
、
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪

が
、
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
「
少
年
非
行
」
、
「
侵
入
盗
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
そ
の
防
止
法

を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

学
年
始
め
の

少
年
非
行
防
止

を
求
め
な
い
。

○
纏
い
こ
と
や
失
敗
し
た
と
き
は
受
胎

を
こ
め
た
注
憲
や
助
言
を
し
、
良
い

こ
と
を
し
た
と
き
は
小
さ
な
こ
と
で

も
は
め
て
や
る
。

O
 
r
0
0
さ
ん
は
い
い
子
な
の
に
お
酌

は
…
・
」
と
兄
弟
や
友
達
を
ひ
き
あ

い
に
出
し
た
り
、
「
お
れ
た
ち
の
碧

い
こ
ろ
は
…
…
」
な
ど
の
注
護
を
し

ない。

侵
入
盗
の
防
止

〇
一
日
以
」
留
守
に
す
る
と
き
は
、
新

聞
、
牛
乳
な
ど
の
配
達
を
断
わ
る
か

近
所
に
と
り
か
た
づ
け
を
た
の
ん
で

お
き
ま
し
ょ
う
。

○
フ
ロ
場
や
便
所
の
高
窓
な
ど
「
こ
ん

な
と
こ
ろ
は
」
と
思
う
と
こ
ろ
も
忘

れ
ず
に
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
す
る
時
は
、
カ
ギ
を
必
ず
身
に

つ
け
、
新
聞
受
け
や
牛
乳
箱
に
入
れ

ない。

0
漫
ろ
前
に
声
締
り
の
点
検
を
す
る
。

4
月
は
新
学
期
で
す
。
入
学
や
就

職
な
ど
新
し
い
東
鶉
に
少
年
選
の
心

は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
例
年
少
年
の
家
出
を

は
じ
め
、
万
引
や
シ
ン
ナ
ー
遊
び
の

非
行
が
壇
加
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

非
行
を
院
ぐ
た
め
、
家
庭
で
は
次
の

点
に
留
慧
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
下

さい。

○
明
る
い
家
庭
を
築
き
、
つ
と
め
て
子

供
と
の
対
話
の
機
会
を
つ
く
る
。

○
親
の
身
勝
手
か
ら
能
力
以
上
の
こ
と

馨
は
行
楽
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
家
を
符
守
に
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
こ
の
ス
辛
を
狙
っ
た
空
巣
や
忍

び
込
み
な
ど
の
侵
入
盗
が
起
り
か
ら

です。
ま
た
侵
入
姿
は
一
歩
ま
ち
か
え
る
と

強
盗
な
ど
凶
悪
な
犯
罪
に
変
る
危
険

な
犯
罪
で
す
。
被
害
を
防
止
す
る
た

め
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
鍵
は
性
能
の
良
い
も
の
を
つ
け
、
出

入
口
に
は
主
鍵
の
は
か
に
も
う
一
つ

補
助
錠
を
つ
け
る
。

4
月
1
口
付
で
役
場
職
員
の
実
動
を

行
な
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
（
　
）
内
は
旧
所
属
。

同
和
対
策
室
技
別
田
末
費
（
建
設
課
長

）
、
建
設
課
長
為
筒
雷
蔵
（
建
設
課
長
補

佐
）
、
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
泉
原
潜
（
住

民
課
）
、
庶
務
課
付
薬
浩
（
給
食
セ
ン

タ
ー
主
任
）
、
建
設
課
管
理
係
長
矢
野

伊
豆
生
（
維
持
係
長
）
、
企
画
課
都
市

計
画
係
長
花
生
時
夫
（
都
市
計
画
係
）

建
設
課
維
持
係
長
谷
口
昭
夫
（
建
設
係

）
、
建
設
課
管
現
係
長
武
谷
徹
（
建
設

係
）
、
住
民
課
原
田
正
武
（
収
入
役
室

）
。
建
設
課
小
林
保
彰
（
1
月
1
日
付
新

採
用
）
、
収
入
役
室
立
石
静
江
（
4
月

1
照
付
新
採
用
）

固
定
資
産
説
を
納
期
限
内
に
納
付
す

る
陳
に
、
未
到
薬
の
納
期
分
を
同
時
に

納
付
す
る
概
念
、
税
額
か
ら
前
納
報
奨

金
を
謹
引
い
て
納
め
ら
れ
る
納
税
通
知

番
に
旧
和
諭
重
度
か
ら
改
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

前
納
の
方
法
に
は
次
の
6
通
り
が
あ

り
ま
す
。
O
l
期
分
を
納
付
す
る
際
に
2
期
、

3
期
、
4
細
分
を
あ
わ
せ
て
納
付

す
る
勘
合

㈲
1
期
分
を
納
付
す
る
陳
に
2
期
、

3
期
分
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
吻

合
㈲
1
期
分
を
納
付
す
る
陳
に
2
期
分

を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
場
合

の
2
期
分
を
納
付
す
る
陳
に
3
期
、

4
期
分
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
場

合
㈲
2
期
分
を
納
付
す
る
陳
に
3
期
分

を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
場
合

㈲
3
糊
分
を
納
付
す
る
陳
に
4
娼
分

を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
場
合

注
意
∴
用
の
方
法
で
全
期
分
を
前
納

さ
れ
ろ
場
合
は
、
納
付
書
籍
領

収
済
通
知
書
の
金
印
の
納
付
辞

で
前
納
報
奨
金
を
差
引
い
て
納

め
て
下
さ
い
。

㈲
㈲
㈲
㈲
㈲
の
方
法
で
前
納
さ

れ
ろ
場
合
は
、
指
定
金
融
機
関

等
で
計
算
を
し
て
も
ら
っ
て
納

め
て
下
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
税
務
係
に
お
尋
ね
下

き
い
。固

定
資
産
税
3
期
分
の

納
期
が
変
り
ま
す

固
定
費
離
税
第
3
期
分
の
納
期
を
次

の
通
り
聞
和
5
3
年
度
分
か
ら
改
正
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
改
正
的
）
始
期
　
1
2
月
6
日
か
ら

終
期
　
1
2
月
2
0
日
ま
で

（
改
正
後
）
始
期
　
1
2
月
日
日
か
ら

終
期
　
1
2
月
館
臼
ま
で

こ
の
改
正
に
よ
り
全
期
と
も
始
期
と

終
期
が
同
じ
に
な
り
ま
す
。

「
父
通
螺
彊
三

㌢

－

－

…

．

i

i

i

i

i

：

″

i

i

●

i

i

i

…

●

i

l

一

昭
和
5
3
年
度
前
期
分
（
4
月
～
9
月

）
の
巡
回
交
通
部
故
相
談
を
次
の
口
授

で
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
交
通
郵
政

関
係
の
悩
み
謡
の
あ
る
方
は
こ
相
談
下

さい。
∇
相
談
日
　
4
月
4
日
、
5
月
2
日
、

6
月
6
日
、
7
月
4
日
、

8
月
l
臼
、
9
月
5
日
。

い
づ
れ
の
日
も
午
前
1
0
時

～
年
後
4
時
ま
で

▽
場
　
所
　
中
間
市
布
風
教
憩
室

▽
問
い
合
せ
　
総
譜
0
9
3
（
2
4
）

l
1
1
1
、
中
間
市
市
民

談
話
室
へ
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第
6
回
遠
賀
町
民

走
ろ
う
大
会
の
成
績

3
月
5
日
、
日
曜
日
、
恒
例
の
第
6

回
遠
賀
町
民
走
ろ
う
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
島
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
脚
名
が
集
合
し
、
本
大
会
始
っ
て
以

来
、
最
高
の
出
場
者
を
数
え
ま
し
た
。

ま
た
、
天
候
に
も
窓
ま
れ
、
各
出
場

者
は
、
走
り
終
え
た
後
、
荒
い
息
を
は

ず
ま
せ
な
が
ら
も
、
額
の
汗
を
ふ
き
な

が
ら
、
「
す
が
す
が
し
さ
」
を
喋
っ
た

よ
う
で
し
た
。

l
位
～
3
位
ま
で
の
記
録
は
次
の
通

り
で
す
。

※
写
真
は
、
各
部
門
の
優
勝
者
で
す
。

男
子
の
都

▽
小
学
1
年
～
2
年
（
2
慮
）

①
町
頭
　
政
尚
（
尾
崎
）
8
分
3
1
秒

（大会新）

⑪
池
田
　
智
信
（
新
町
）
8
分
3
4
秒

（大会新）

③
大
腸
　
稔
硲
（
島
津
）
8
分
4
3
秒

（大会新）

▽
小
学
3
年
－
4
年
（
2
鳥
）

①
二
村
　
辛
勝
（
鬼
津
）
1
分
5
5
秒

（大会新）

③
太
田
　
秘
事
（
鬼
津
）
1
分
5
0
秒

④
中
里
　
淳
一
（
広
漠
）
8
分
0
7
秒

∇
小
学
5
年
～
6
年
（
2
品
）

①
亜
広
　
茂
穂
（
旧
停
）
7
分
3
1
秒

②
小
川
恵
一
（
遠
賀
川
）
1
分
3
2
秒

③
一
国
　
大
作
（
浅
木
）
1
分
銘
秒

▽
中
卒
～
1
9
才
（
5
鳥
）

①
柴
田
耕
蔵
（
松
ノ
木
）
1
8
分
4
0
秒

∇
約
才
～
勝
才
（
5
鳥
）

①
菓
秋
　
英
雄
（
新
町
）
1
8
分
4
1
秒

⑤
松
井
　
　
徹
（
尾
崎
）
1
9
分
0
2
秒

⑨
山
本
正
己
（
遠
賀
川
）
1
9
分
0
5
秒

▽
3
0
才
～
3
9
才
（
2
慮
）

①
柴
田
文
治
（
遼
賀
川
）
6
分
5
4
秒

（大会新）

⑧
石
橋
光
次
郎
（
別
府
）
1
分
0
0
秒

⑨
高
杢
　
康
文
（
別
府
）
1
分
Ⅱ
秒

∇
4
0
才
～
4
9
才
（
2
度
）

①
毛
利
　
義
夫
（
茂
木
）
6
分
5
8
秒

（大会新）

⑪
二
村
　
　
寛
（
鬼
津
）
7
分
1
0
秒

③
敷
板
　
孝
彦
（
渋
木
）
7
分
1
9
秒

▽
5
0
才
以
上
（
2
額
）

①
松
尾
∴
敏
感
（
鬼
津
）
8
分
2
7
秒

②
古
書
渾
生
（
上
別
府
）
9
分
3
7
秒

⑤
石
松
金
持
（
上
別
府
）
Ⅱ
分
捕
砂

女
子
の
部

▽
小
学
1
年
～
2
年
（
2
履
）

⑪
二
村
　
滑
子
（
鬼
津
）
9
分
0
0
秒

（大会新）

②
鍵
穴
　
智
子
（
新
町
）
9
分
必
秒

⑧
安
藤
美
和
（
遠
賀
川
）
9
分
5
2
秒

▽
小
学
3
年
－
4
年
（
2
億
）

①
山
下
純
子
（
今
古
賀
）
8
分
塊
秒

⑪
上
原
　
由
香
（
広
漠
）
8
分
弱
移

⑧
中
尾
ち
か
子
（
若
松
）
9
分
の
秒

▽
小
学
5
年
～
6
年
（
2
慮
）

①
巾
村
ゆ
か
り
（
老
良
）
8
分
0
7
秒

（大会新）

②
石
松
　
千
鶴
（
末
寺
）
8
分
1
4
秒

（大会新）

⑤
柴
田
出
番
（
松
ノ
本
）
8
分
2
1
秒

（大会新）

∇
中
学
生
（
2
度
）

⑪
用
原
田
千
秋
（
浅
木
）
8
分
5
7
秒

▽
中
卒
～
1
9
才
（
2
億
）

①
柴
田
諦
美
枝
（
松
ノ
木
）
8
分
1
3
秒

▽
約
才
～
約
才
（
2
属
）

①
内
田
　
治
子
（
鬼
津
）
1
0
分
4
4
秒

▽
5
0
才
～
3
9
才
（
2
履
）

①
小
用
　
和
代
（
木
守
）
9
分
3
4
秒

③
春
田
昭
子
（
遠
賀
川
）
1
2
分
1
5
秒

⑤
上
原
　
映
子
（
広
滋
）
1
3
分
腿
秒

▽
4
0
才
以
上
（
2
慮
）

①
田
坂
三
恵
子
（
新
町
）
9
分
脂
秒

（大会新）

②
占
都
恵
美
子
（
木
守
）
1
0
分
3
3
秒

⑤
一
類
　
鈴
代
（
広
漠
）
1
0
分
4
0
秒

，纏

卓
球
大
会
の
成
績

3
月
飾
日
（
日
）
、
午
前
1
0
時
か

ら
、
新
築
な
っ
た
広
渡
小
学
校
体
育
館

で
、
第
2
回
遠
賀
町
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
息
づ
ま
る
熱
戦
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
校
4
年
の
部

1
位
　
春
田
久
美
子
　
遠
賀
川

2
位
　
澄
海
　
淵
　
広
　
漠

3
位
　
梶
原
　
伸
一
新
　
町

小
学
校
5
年
の
部

1
位
　
加
藤
　
三
也
　
今
古
賀

2
位
　
番
田
千
鶴
子
　
遠
賀
川

3
位
　
柴
田
　
慎
二
　
松
ノ
本

小
学
枝
6
年
男
子
の
部

1
倣
　
福
永
　
孝
一

2
位
　
溝
瀬
∴
∴
色

3
位
　
磯
田
　
浩
記

小
学
校
6
年
女
子
の
部

1
位
　
甲
山
　
祥
子

2
位
　
山
本
　
智
子

3
位
　
熊
谷
　
佳
子

一
般
男
子
の
都

1
位
　
有
的
　
博
文

2
位
　
渡
辺
　
博
文

3
位
　
重
囲
　
祐
二

一
般
女
子
の
部

1
位
　
蔵
本
千
賀
子

2
位
　
春
田
　
昭
子

3
位
　
梶
原
　
和
美

…
心
配
ご
と
相
談
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
　
〉

r
1
．
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．
．
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ヽ
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1
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1
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1
ノ
．
．
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・
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ヽ
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遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎

月
1
0
日
と
綴
目
（
当
日
が
自
嘲
、
祝
祭

日
の
場
合
は
翌
日
）
に
、
相
談
員
に
よ

る
心
配
こ
と
相
談
所
を
、
旧
公
民
館
で

関
樋
し
て
い
ま
す
。

∇
相
淡
雪
項
は

生
計
問
題
、
家
族
関
係
、
職
業
生
薬

問
題
、
健
康
医
横
問
題
、
績
婚
離
婚

相
談
、
住
宅
や
財
産
関
係
、
精
神
衛

生
、
心
障
福
祉
、
児
童
福
祉
、
教
育

青
少
年
問
題
、
母
子
、
老
人
福
祉
、

人
櫛
相
談
、
璃
故
関
係
、
苦
情
相
談

そ
の
他
皆
様
方
の
日
常
で
の
色
々
な

出
来
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
は
⑫

で
す
。
ど
の
よ
う
な
細
々
は
帝
で
も
最

初
が
大
事
で
す
。
早
期
に
解
決
、
指
導

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
、
相
談

員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
5
3
年
度
分
の
相
談
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。

5
0
年
4
月
1
0
日
（
月
）

5
月
1
0
日
（
水
）

6
月
1
2
日
（
月
）

7
月
1
0
日
（
月
）

8
月
1
0
日
（
木
）

9
月
日
日
（
月
）

1
0
月
日
日
（
水
）

日
月
1
0
日
（
金
）

1
2
月
日
日
（
月
）

5
4
年
1
月
1
0
日
（
水
）

2
月
1
3
日
（
火
）

3
月
1
2
日
（
月
）

純
白
（
月
）

徳
目
（
火
）

鑓
日
（
金
）

独
自
（
月
）

綴
目
（
水
）

菊
田
（
月
）

お
目
（
月
）

塊
臼
（
金
）

鯨
日
（
月
）

鉛
白
（
火
）

鑓
日
（
金
）

お
目
（
金
）
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昭和53年度献血実施日のお知らせ

献血については皆さんのこ協力を得て、昭

和52年度はおかげさまで48年度以来の好成約

をおさめろ謡が出来ました。昭和輸年度は次

の日程で難致しますので、皆さんのご協力

をお願いいたします。
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印篭登録駈（印鑑手職）は重要な書類です。亡失しないよう注意しましょう。

遠
賀
町
文
学
散
歩
　
（
4
）

島
　
門
　
の
　
駅

伊
豆
神
社
の
大
鳥
非
に
書
か
れ
た

文
学
　
　
「
出
門
村
氏
子
中
上

を
眺
め
て
い
て
、
昔
の
こ
と
が
幻
の

よ
う
に
頭
の
中
に
と
び
こ
ん
で
く

る
。
さ
ら
に
島
津
橋
を
渡
り
な
が
ら

こ
の
用
は
寛
永
年
間
に
今
の
様
に
掘

り
改
め
ら
れ
た
と
問
い
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
昔
は
前
川
、
声
切
川
、
西

川
、
吉
原
用
な
ど
合
流
し
て
島
津
の

南
、
道
営
の
あ
た
り
か
ら
遠
賀
川
に

注
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

古
い
法
律
の
本
「
廷
菖
式
」
に
よ
る

と
島
門
の
駅
は
、
馬
が
二
十
一
二
匹
と

あ
り
大
き
な
宿
駅
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
の
人
の
説
に

よ
る
と
、
そ
の
駅
は
こ
の
あ
た
り
で

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
果
し
て
何
処
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
址
ら
し
い
も
の

も
見
当
ら
な
い
。
そ
の
昔
、
宿
駅
を

利
用
す
る
人
は
一
般
の
人
で
は
な
く

官
の
役
人
や
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
使

い
の
人
々
だ
け
だ
っ
た
。

鈴
が
晋
の
車
馬
駅
の
堤
井
の

水
を
賜
へ
な
妹
が
頂
手
よ

力
薬
袋
の
歌
で
駅
に
関
し
て
よ
く
出

て
く
る
も
の
だ
が
、
駅
鈴
の
ひ
び
さ

が
遠
く
か
ら
聞
え
て
く
る
、
早
馬
が

帳
を
か
ら
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
水

を
用
恵
し
よ
う
。
と
い
う
の
で
素
朴

さ
が
潰
れ
ろ
よ
う
で
あ
る
。

う
ま
や
路
や

菱
の
愚
説
の
ふ
ま
れ
た
る

桔
輩
の
さ
わ
ぐ
川
原
を
眺
め
な
が
ら

周
囲
の
穀
色
や
用
の
流
れ
は
時
々
変

る
が
、
そ
こ
に
住
む
人
の
心
は
変
ら

ぬ
の
だ
ろ
う
と
お
も
う
。片

山
花
御
史

国
民
健
康
保
険
証
の

切
り
替
え
は
済
み
ま
し
た
か

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

留
守
中
の
火
事
に
ご
注
意

蕃
さ
き
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
す

る
気
象
状
況
と
、
花
に
う
か
れ
る
気
分

も
手
伝
っ
て
か
、
と
く
に
火
の
取
扱
い

が
雑
に
な
る
季
節
で
す
。

学
校
が
春
休
み
に
な
る
た
め
一
家
翻

っ
て
の
外
出
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
火

の
不
始
末
か
ら
留
守
中
の
火
災
も
ま
た

多
く
な
り
ま
す
。

声
締
り
を
厳
重
に
す
る
こ
と
と
同
じ

く
、
語
気
器
具
、
ガ
ス
の
元
栓
、
線
香

や
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
、
火
の
元
と
な
る
も

の
を
キ
チ
ン
と
始
末
し
、
安
全
を
確
め

て
か
ら
外
出
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

山
火
事
防
止
に
ご
協
力
を

こ
の
季
節
は
行
楽
を
誰
ね
て
山
へ
行

く
人
が
増
え
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や

た
き
火
の
不
始
末
に
よ
る
山
火
事
が
全

国
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

山
林
が
火
災
に
な
れ
ば
、
消
火
活
動

が
想
像
以
上
に
困
難
な
だ
め
、
広
大
な

面
積
と
莫
大
は
損
害
額
、
貸
重
な
資
源

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
林
地
域
で
の
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
こ
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
火
災
・
穀
倉
発
生
状
況

（
諭
1
月
か
ら
ー
2
月
ま
で
）

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
を
、

先
月
末
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
旧
保
険

証
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
り
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
証
は
、
5
3
年
4
月

1
日
か
ら
新
保
険
証
で
な
い
と
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
早
急
に
役
場
厚
生
課

で
切
り
替
え
の
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ

い
。
な
お
、
持
参
す
る
も
の
は
旧
保
険

証
と
閉
経
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の

加
入
手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か

○
会
社
の
保
険
を
や
め
た
人

○
他
の
市
町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
転
入
し
た
人

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
人

○
子
供
が
生
ま
れ
た
人

以
上
の
人
は
す
ぐ
に
役
場
に
届
け
出

を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続

き
を
し
な
く
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
し

す
ぐ
に
届
け
出
を
し
な
く
て
2
週
間
以

上
遅
れ
て
加
入
手
続
き
を
さ
れ
た
現
金

保
険
税
は
前
記
の
郵
か
ら
が
生
じ
た
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
、
国
民

健
康
保
険
紐
を
使
え
ろ
の
は
保
険
謡
を

発
行
し
た
日
か
ら
し
か
使
え
な
い
と
い

う
損
を
す
る
よ
う
な
か
た
ち
に
な
り
ま

す
の
で
、
前
記
に
か
か
げ
る
よ
う
な
郵

融
が
生
じ
た
勘
合
は
す
ぐ
に
遠
賀
町
役

場
厚
生
課
へ
届
け
出
て
加
入
手
続
き
を

お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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★
文
芸
速
か
ら

3
月
号
の
広
報
で
も
週
給
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
遠
賀
町
文
化
芸
能
連
絡
協

議
会
の
「
憩
の
家
」
の
訪
問
が
こ
の
程

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す。
訪
問
す
る
の
は
、
5
月
よ
り
毎
月
窮

l
日
曜
日
で
す
。
時
間
は
午
後
1
2
時
5
0

分
か
ら
1
時
5
0
分
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
唄
、
踊
、
三
味
線
等
お
伺
い
し
ま

す
の
で
老
人
の
方
の
多
教
の
御
観
覧
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
募
　
集
　
中

※
遠
賀
町
勤
労
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員

町
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
入

部
を
待
っ
て
い
ま
す
。

∇
練
習
日
時
　
い
づ
れ
も
年
後
7
時
～

牛
後
9
時
0
0
分
ま
で

○
男
子
（
中
卒
以
上
年
令
不
問
）

毎
週
火
、
合
間
H

O
潜
年
女
子
（
中
卒
以
上
～
2
7
歳
ま
で

の
女
子
）

毎
週
月
、
木
曜
日

0
マ
マ
さ
ん
（
認
識
以
上
の
既
婚
の
女

子）毎
週
月
、
土
曜
日

▽
綴
翻
場
所

○
男
子
　
　
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

○
甫
毎
次
子
　
月
曜
∴
砿
液
中
体
育
館

木
間
　
違
申
体
育
館

○
マ
マ
さ
ん
∴
ば
渡
小
学
校
体
書
館

▽
入
部
申
込
み

宙
接
練
習
場
に
お
い
で
に
な
り
、
次

の
者
に
入
部
さ
れ
る
旨
お
伝
え
ト
さ

○
男
子
　
　
　
繋
∴
知
徳

⑪
1
5
2
5

0
昔
年
女
子
　
占
野
伸
子

⑨
0
1
1
2

0
マ
マ
さ
ん
　
金
屋
香
板
子

④
3
6
8
3

※
遠
賀
町
空
手
部
員

従
来
遠
窟
町
空
手
道
同
好
会
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
輸
年

度
よ
り
正
式
に
空
手
部
と
し
て
発
足

す
る
邸
に
な
り
ま
し
た
。
空
手
に
興

味
を
お
持
ち
の
方
、
又
経
験
の
あ
る

方
等
老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
の
で

ふ
ろ
っ
て
入
部
下
さ
い
。
指
導
員
が

責
任
を
持
っ
て
実
技
指
導
を
致
し
ま

す。
▽
練
習
日
　
毎
週
火
、
金
曜
日

牛
後
7
時
よ
り

∇
助
∴
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
ホ
ー

ル
（
遠
賀
川
郵
便
局
横
）

入
部
希
望
者
は
練
習
日
に
彊
接
会
場

に
釆
ら
れ
る
か
役
場
内
半
田
（
竜
訴

③
　
1
2
2
4
）
ま
で
問
い
合
せ
下

き
い
。

※
剣
道
教
室
生
後曝

浅
木
小
学
校
で
剣
道
教
室
を
開
設
い

た
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希
壊
さ
れ

る
方
は
置
接
会
現
へ
お
い
で
下
さ
い

＞
日
　
時
∴
∴
釦
週
火
、
木
同
日

1
7
時
3
0
分
～
1
8
時
0
0
分

▽
会
∴
鵬
　
　
渋
木
小
学
校
講
堂

▽
月
　
謝
　
　
千
五
百
円

▽
後
援
会
費
　
年
間
三
千
円

▽
対
∴
象
　
　
小
学
校
一
年
生
以
上

▽
閲
い
合
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
程
話
⑧
1
3
5
5

▽
開
設
日
時
　
5
月
よ
り

ま
た
、
遠
賀
川
教
室
（
公
民
館
別
館

ホ
ー
ル
）
に
つ
い
て
は
、
水
、
金
曜

日
に
開
設
し
ま
す
。

※
阜
球
数
室
生
徒

遠
賀
町
少
年
少
女
卓
球
教
室
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
は
い
っ
て
み
ま
せ

んか。

▽
練
習
日
暗
　
鬼
週
土
曜
日

年
後
2
時
－
4
時

∇
練
習
場
所
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

▽
対
∴
象
　
　
小
、
中
学
年

V
指
導
者
　
　
原
書
治
先
年

▽
会
∴
蟹
　
　
1
カ
月
五
百
日

▽
入
会
金
　
一
百
円
へ
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
料
）

▽
申
込
先
　
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
哉
番
③
1
3
5
5

※
遠
賀
町
筋
吟
同
好
会
舘
二
期
会
具

∇
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日
劇
時
－
2
1
時

∇
会
　
場
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

（
遠
賀
川
派
出
所
衷
）

▽
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
連
絡
先
　
遜
賀
田
役
蟻
企
画
課
堂
沢
ま
で

※
3
日
体
操
敬
重
生
後

美
と
健
康
の
た
め
に
あ
な
た
も
3
B

体
操
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
ヨ
ガ
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
体
操
を
組
み
合
わ
せ
た

ど
な
た
で
も
気
軽
に
で
き
る
体
操
で

す
。
肩
こ
り
、
便
秘
、
腰
痛
、
肥
満

や
せ
す
ぎ
、
胃
下
垂
、
体
力
の
な
い

人
、
勇
気
を
も
っ
て
体
操
仲
間
に
入

り
ま
し
ょ
鼻
ノ
。

服
装
は
お
手
持
ち
の
超
勤
の
で
き
ろ

服
（
上
着
は
T
シ
ャ
ツ
、
下
は
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
．
ス
ボ
ン
な
ど
）
　
で
来
て
下

さ
い
。

▽
日
　
時
　
　
5
月
8
日
（
月
）
よ
り

毎
週
月
曜
日
午
前
1
0
時

約
分
～
1
2
時

∀
場
　
所
　
　
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

∇
入
会
金
　
　
千
円

▽
月
　
謝
　
　
千
円

▽
申
込
先
　
　
面
接
会
椀
へ
お
い
で
下

さ
る
か
、
情
話
0
9
3

（

6

2

1

）

0

0

8

1

の
北
川
ま
で

▽
問
い
合
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
、
脂
話
③
1
3
5
5

ま
で

香
典
返
し
の
鶴
礼

次
の
方
々
か
ら
同
社
会
話
祉
協
諮
会

に
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
故
人
の
こ
冥
積
を
お
祈
り
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
上
野
芳
男
様

（
新
町
）
　
上
野
　
チ
エ
政

敵
放
生
重
吉
様

（
尾
崎
）
　
族
生
シ
ナ
手
段

改
野
ロ
ト
ク
子
様

（
遠
賀
川
）
野
口
　
短
雄
段

故
小
野
ツ
ル
様
（
若
松
）
　
小
野
　
勝
放

牧
三
島
悶
次
郎
様

（
尾
崎
）
　
三
島
　
純
子
政

ご
毒
付
の
お
礼

遠
賀
町
区
長
会
よ
り
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

無
糠
嬉
墓
の
政
義
に
つ
い
て

無
縁
塊
馨
の
改
葬
が
あ
り
ま
す
の
で

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

0
所
在
地
　
長
崎
市
銀
軽
町
1
丁
目
1
3

番
地
同
市
自
覚
町
9
1
番
地

○
届
出
期
限
昭
和
諭
隼
4
月
1
9
日

○
屈
出
先
　
長
崎
市
銭
座
町
4
番
5
0
号

聖
徳
寺
　
寺
務
所
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国民年金は、毎月月末が納期限です

今
月
の
税
金

定
資
産
税

納
期
限

自
動
車
税

納
期
限

1
期
分

4
月
鮪
目
ま
で

全
　
期

4
月
節
目
ま
で

笑
顔
で
納
税
、
明
る
い
町
政
　
　
－

※
結
棲
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
鯵

結
核
予
防
法
に
よ
り
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
、
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
の

で
対
象
者
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。
対
象
者
に
は
区
長
・
組
長
を
通
じ
て
受
診

券
を
配
付
致
し
ま
す
の
で
、
検
診
時
に
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

∇
対
象
者
　
町
内
住
民
全
員
（
学
生
・
保
育
園
児
・
事
業
所
勤
務
者
及
び
6
歳
未

瀾
児
は
除
き
ま
す
。
）

▽
注
患
部
項
　
・
服
は
ボ
タ
ン
・
ホ
ッ
ク
類
の
な
い
も
の
。

o
う
ず
い
も
の
な
ら
渇
だ
ま
ま
写
れ
ま
す
。
。
受
診
券
を
必
ず
持
参
下
さ
い
。

・
削
り
当
日
・
割
り
当
地
区
外
で
も
受
診
券
が
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
日
　
程

※
乳
児
柏
骸

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
対
象
者

∇
楊
　
所

▽
持
参
晶

▽
内
∴
容

4
月
1
7
日
（
月
）

5
月
1
5
日
（
月
）

1
0
時
～
日
時
5
0
分

1
歳
未
満
児

役
場
保
健
室

母
子
手
帳

体
重
・
身
長
等
測
定
・
食

草
等
の
相
談

懸
轡
緩
醗
醗

※
ジ
フ
テ
リ
ア
　
百
目
せ
き
・
破
傷
風
　
　
　
え
受
領
下
さ
い
。
受
領
さ
れ
な
い

（
三
種
混
合
）
予
防
接
種
　
　
　
　
　
　
　
と
熊
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
期
　
日
　
4
月
2
6
日
（
水
）

5
月
1
7
日
（
水
）

6
月
8
日
（
木
）

6
月
0
0
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

撲
種
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
（
郵

便
局
横
）

▽
対
象
者
　
第
1
期
　
生
後
2
4
－
4
8
カ

月
児
第
2
期
　
第
1
期
終
了
後

1
2
－
1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

▽
接
穂
方
法
第
l
期
　
4
回
の
内
い
ず

れ
か
3
回
接
穂

第
2
期
　
4
回
の
内
い
ず

れ
か
1
回
接
種

▽
持
参
品
　
問
診
票
・
母
子
手
暖

▽
注
意
審
項

・
問
診
票
を
接
種
の
前
日
か
ら
一
週

間
前
ま
で
に
役
場
衛
生
係
で
配
付

致
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
持
参
の
う

・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
二
態
混

合
）
　
ワ
ク
チ
ン
で
実
施
す
る
部
も

あ
り
ま
す

※
3
歳
児
一
斉
健
廉
珍
重

▽
期
　
日
　
4
月
鉛
白
（
金
）

▽
時
　
間

∇
揚
　
所

▽
対
象
者

∇
持
参
品

∇
そ
の
他

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～
鳩
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館
（
郵

便
局
横
）

満
3
歳
～
4
歳
未
満
児

母
子
手
帳

幼
児
の
こ
と
に
つ
い
て
よ

く
わ
か
る
保
護
者
が
同
伴

し
て
下
さ
い
。

※
書
棚
狂
犬
病
予
防
注
射
（
追
加
）

4
月
1
0
・
Ⅱ
日
に
実
施
し
ま
し
た
が

ま
だ
受
け
て
な
い
犬
が
い
ま
す
。
犬

を
飼
っ
て
い
る
人
は
必
ず
受
け
て
下

さ
い
。
注
射
・
登
録
を
し
て
な
い
犬

は
、
野
犬
と
見
な
し
て
捕
獲
致
し
ま

す。当
日
、
不
用
犬
の
引
き
取
り
も
致
し

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
知
ら
せ
下
さ

る
か
、
持
っ
て
来
て
下
さ
い
。

▽
期
　
日
　
5
月
8
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

▽
場
　
所
　
役
場
事
由
前

∇
料
　
金
　
千
円
（
登
録
料
を
含
む
）

“
－
、
、
、
、
、
I
I
、
、
、
、
、
I
I
、
、
、
、
、
I
I
、
、
、
、
、
－
、
－
、
、
、
」

表
　
紙
∴
∴
　
m

昨
年
同
月
以
来
建
設
中
だ
っ
た
調

南
部
保
育
園
が
・
こ
の
ほ
ど
完
成
一

し
ま
し
た
。
保
育
室
5
室
の
は
〟

か
、
調
理
室
、
受
乳
室
、
保
健
室
地

霊
増
補
彊
聖

の
入
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
o
 
m


